
紀宝町農業委員会委員および農地利用最適化推進委員の応募の状況（最終公表）

●農業委員　定数１４名

受付
番号

氏名 年齢 職業 経　　　　　　歴
農業の

経営状況

認定農業
者の該当・
非該当

農地利用
最適化推
進委員へ
の応募状

況

推薦・応募理由

1 石本　祐也 61 農業 H24.7.10～　紀宝町農業委員
水稲70a
柑橘200a

該当 無

農業委員として活動してきた経験を活かし、引き続き紀
宝町の農業の発展に寄与したい。
高齢化や後継者不足を解消するため、後継者育成およ
び担い手への農地の集約化などを進め農業の活性化と
集落の発展に寄与したい。

2 有城　安子 70 農業 H21.7.10～　紀宝町農業委員
水稲48a

露地野菜10a
該当 無

農業委員の経験を活かし、引き続き町の農業委員とし
て活動していきたい。

3 岡　　勇人 30 農業
H19.4～H20.3　会社員
H20.4～H22.3　三重県農業大学校就学
H22.4就農

果樹232a 該当 無
紀宝町の農業の発展に寄与したい。
地域の活性化に努めたい。

4 尾鼻　展央 69 農業
H24.7.10～　紀宝町農業委員
H27.3.5～　農事組合法人飛雪の滝百姓塾理事

水稲180a
露地野菜3a

該当 無

農業委員として活動してきた経験を活かし、引き続き紀
宝町の農業の発展に寄与したい。
担い手への農地の集約化などを進め農業の活性化と
集落の発展に貢献したい。

5 梶屋　喜一 70 農業
H17.7.10～H18.7.9　元鵜殿村農業委員
H27.7.10～　紀宝町農業委員

露地野菜、果
樹11a

該当 無
紀宝町の農業の発展に努めます。
遊休農地の発生防止と活用に努力します。



6 庄司　幸 62 司法書士
Ｈ28.8.3司法書士登録（司法書士事務所開業）
元法務局職員

- 非該当 無
法務局で勤務していた経験や司法書士の知識を活用し
て、地域のお役に立てる仕事がしたいと思っていた。

7 鈴木　守 65 農業 H14.7.20～　紀宝町農業委員 水稲305a 該当 無
農業委員の経験を活かし、農業の推進を進めたい。
地域農業の活性化を図りたい。

8 砂平　賢三 33 農業
H25.3～H26.11　会社員
H27.4～就農

露地野菜10a
ハウス3a

該当 無 地域を少しでも盛り上げていきたい。

9 中西　和益 70 農業 H17.7.20～　紀宝町農業委員 水稲511 該当 無
農業を取り巻く状況は大変厳しい状況となっているが、
農業委員として活動してきた経験を活かし、農業の発展
と農家の所得向上に寄与したい。

10 西地　　隆 65 農業 H24.7.10～　紀宝町農業委員 - 該当 無
農業を取り巻く状況は大変厳しい状況となっているが、
農業委員として活動してきた経験を活かし、引き続き紀
宝町の農業の振興に携わっていきたい。

11 萩尾　高子 58 農業
H14.7.20～H18.7.9　鵜殿村農業委員
H18.7.10～　紀宝町農業委員

水稲7a 該当 無

農業委員として活動してきた経験を活かし、引き続き紀
宝町の農業の発展に寄与したい。
鵜殿地区については、以前から宅地化が進んでいる地
域のため、農地パトロール等の実施により違反転用な
どを未然に防ぎ農地の確保・保全に努めたい。

12 東　　秀将 55 農業 S58.4～H21.5　会社員 果樹90a 該当 無

高齢化、人口減少により生活環境の変化等で野菜、果
物等の消費量が減り、又肥料、農薬の単価がアップ、獣
害等によるコストアップや労働時間が長くなることで、
年々農業従事者が減って耕作放棄地も増えている。
徐々にではあるがインフラ整備も進んでいるので販売
ルートを開拓し販売単価アップを図り、農業従事者が増
えるよう紀宝町を活性化させていきたい。



13 松平　彰 67 農業

Ｈ22.7.1～三重南紀農業協同組合経営管理委員
Ｈ24.7.10～紀宝町農業委員
元三重南紀農業協同組合職員
元紀宝キノコ生産組合職員

水稲40ａ
果樹30ａ

該当 無

　組合職員、経営管理委員としての経歴・農業経験等か
ら地域の農業に精通し、幅広い知識と経験を有しており
ます。
　現在、積極的に営農を展開し、地域の状況や農家事
情にも精通し、地域農業の振興と活性化にも寄与して
おり、農地等の利用の最適化の推進に関する事項など
適切に職務を行い、農業委員会業務に貢献できると考
えています。

14 向井　章恭 68 農業 S48.7.1～H22.3.31　紀宝町役場職員 水稲55a 非該当 無

地域の基盤である農業全体の活性化に努め、常に委員
として中立公正を堅持し、農業を取り巻く諸事案につい
て適切に対処し、地域全体の融和をより一層深め、協
力体制の強化を図る。

●農地利用最適化推進委員　定数５名

受付
番号

氏名 年齢 職業 経　　　　　　歴
農業の

経営状況

認定農業
者の該当・
非該当

農業委員
への応募
状況

推薦・応募理由

1 虎岡　　努 68 農業 H17.7.20～　紀宝町農業委員 水稲42a 該当 無
農業委員の経験を活かし、引き続き町の農地行政にか
かわり活動していきたい。

2 向井　住和 70 農業
H8.7.20～　紀宝町農業委員
S55.1.1～　紀宝町消防団員
H23.4.1～　紀宝町消防団副団長

水稲270a 該当 無

長年農業委員として活動してきた経験を活かし、引き続
き紀宝町の農業の振興に貢献したい。
遊休農地対策や担い手への農地集積を進め、集落で
の農業の活性化に努めたい。


